
回
答
で
は
、
「
社
員
の

様
々
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

と
キ
ャ
リ
ア
の
両
立
を
支

援
し
、
社
員
一
人
一
人
が

柔
軟
な
働
き
方
の
も
と
、

キ
ャ
リ
ア
の
継
続
や
活
躍

で
き
る
基
盤
の
整
備
」
が

主
眼
と
し
て
語
ら
れ
、
具

体
的
に
は
と
し
て
、
「
介

護
や
育
児
を
し
な
が
ら
働

く
社
員
の
挑
戦
・
成
長
の

後
押
し
、
柔
軟
な
働
き
方
・

休
み
方
の
充
実
、
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
向
上
に
つ
な
が

る
制
度
の
充
実
を
通
じ
て
、

安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

整
え
て
い
く
」
と
し
て
い

ま
す
。

育
児
や
介
護
を
理
由
と

し
た
離
職
が
社
会
問
題
に

も
な
る
中
で
、
本
年
２
０

２
５
年
４
月
施
行
で
「
育

児
・
介
護
休
業
法
」
が
改

正
と
な
る
中
、
そ
れ
に
沿
っ

た
形
で
の
労
働
協
約
の
改

正
だ
と
言
え
ま
す
。

特
に
私
た
ち
の
働
く
Ｊ

Ｒ
職
場
で
い
え
ば
、
不
規

則
勤
務
が
当
た
り
前
、
育

児
や
介
護
に
合
わ
せ
た
柔

軟
な
働
き
方
が
困
難
で
あ

る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と
個

別
の
事
象
毎
に
、
少
し
づ

つ
で
す
が
制
度
が
拡
充
さ

れ
て
き
た
の
は
認
め
ま
す

が
、
一
方
、
例
え
ば
ひ
と

り
親
家
庭
を
対
象
に
し
た

深
夜
勤
務
の
制
限
措
置
が
、

小
学
校
３
年
度
末
ま
で
し

か
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
、

と
て
も
十
分
な
も
の
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

職
場
で
は
、
育
児
中
の

社
員
が
夜
勤
の
あ
る
担
務

に
入
ら
ざ
る
を
得
ず
、
困
っ

て
い
た
と
い
う
話
を
耳
に

し
た
り
も
し
ま
す
。

そ
う
し
た
声
を
聴
く
と
、

今
回
の
改
正
を
も
っ
て
、

会
社
の
言
う
よ
う
に
「
育

児
・
介
護
を
す
る
社
員
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
と

な
る
の
か
」
は
、
甚
だ
疑

問
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

ま
た
、
回
答
で
は
、
制

度
拡
充
に
よ
る
必
要
な
要

員
配
置
の
話
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
育
児
・
介

護
制
度
を
取
得
し
た
ば
か

り
に
、
他
の
社
員
の
負
担

が
増
え
る
よ
う
で
は
、
制

度
の
拡
充
も
所
詮
は
絵
に

描
い
た
餅
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

育
児
・
介
護
へ
の
社
員

の
理
解
を
求
め
る
前
に
や

る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

２０２５年 ９月２５日 国鉄労働組合米子地方本部機関紙 第３号

こくろうよなご
第３号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

労
働
協
約
改
定
交
渉
の
回
答
か
ら

制
度
は
充
実
す
れ
ど

９月１０日、出雲のビッ
グハートにおいて島根県支
部の解散大会、浜田地区・
出雲地区それぞれの分会の
解散大会が開催されました。

そして解散後新たには、
島根県分会が総勢３２名で
立ち上げられました。

実行委員の木村氏からは
「少人数になっても仲間を
信じ、国労運動を継承し発
展へ結びつけよう」と挨拶
があり、議長には益田駅の
大石組合員を選出し議事が
進められました。

地方本部を代表して藤江
副委員長より「一県一分会
に向け準備をされてきた実
行委員の方々に敬意を表す
るとともに、来年の中国地

本立ち上げなど機関整備を
早急に行い職場の労働条件
改善、安全安定輸送にむけ
頑張ろう」と挨拶を受けま
した。

その後、森岡委員より運
動方針案の提案がありまし
た。「構造改革や効率的な
業務執行体制と称した要員
削減で日々の仕事をこなす
のが精一杯の職場環境の中、
働く者の立場から提言を行
い、安全な職場を作る」
「組織の強化・拡大、ロー
カル線問題等を精一杯取り
組む」決意を固めてきまし
た。最後に、島根県分会の
初代分会長に選出をされた
漆迫さんの「団結ガンバロー」
で閉会してきました。

国労運動を継承・発展しよう！！

島根県分会・鳥取県分会を結成

８
月
２
１
日
か
ら
、
４
回
に
わ
た
り
「
２
０
２
５
年

度
労
働
協
約
改
定
」
に
向
け
た
団
体
交
渉
を
行
い
、
去

る
９
月
１
２
日
、
会
社
側
よ
り
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

９月１９日、１０時から
の鳥取地区分会・米子連合
分会の解散大会と鳥取県支
部解散大会に続き、鳥取県
分会結成大会が開催されま
した。鳥取県分会結成大会
では、結成準備委員の千葉
さんの議事進行の元、石田
準備委員長から「鳥取県分
会となり分会の範囲が広く
なるが、シッカリとした体
制で組織強化を図っていき
たい」と挨拶がありました。

吾郷地本書記長からは、
結成大会までの準備につい
てのお礼と今後の取り組み
として「TUNAGU」の米子専
用ページ活用、「賃金・生
活実態アンケート」の取り
組み強化、浜田市議会議員

選挙における小川候補への
支持拡大など挨拶がありま
した。その後、藤江準備委
員より２０２５年度運動方
針（案）・予算（案）の提
起・承認の後、石田恵一分
会長をはじめとした新役員
を選出、挨拶を受けました。

国労の最重要課題である
組織・強化拡大をはじめ、
合理化反対、労働条件の改
善、２０２６年春闘勝利、
国労運動のさらなる前進に
向け、組織一丸となって闘
い抜くことを全員で確認し
終了しました。

その後、会場を移動し、
鳥取地区・米子地区組合員
の団結強化に向け、盛大に
懇親会を行いました。

更なる組織活動の強化を！！

８月２３日開催の「第７８回定期地方大会」の決定を受
け、地方本部内の組織については、鳥取県分会・島根県分
会の２分会体制への再編が行われました。「２支部４分会」
体制から４年、将来展望など議論する中での再編となりま
した。新分会の結成に携わられた皆さんに心より感謝を申
し上げます。分会の受け持ちエリアが拡大することによる
負担感もあるとは考えますが、各機関のこれまでの運動を
持ち寄りより活発な運動を展開して行きましょう！


